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２  担当者名 

   真壁 昂平 

３   要旨 

沼沢湖のヒメマスは、全国的な種卵不足により 2022～2023 年の 2 年間種苗放流が行われず、

現存量の低下が危惧されている。沼沢湖のヒメマス現存量を推定するため、計量魚群探知機によ

る反射の総数（総エコー数）の計数を行った。その結果、月別のヒメマスと判断された総エコー

数は 740～2,892 尾で推移していた。 

 

（１）2024年 4～11月に沼沢湖上の 8定線を 5km/hで航走して音響データを収集するとともに、

湖上の 12 定点で鉛直観測装置を用いて湖底までの水温を測定した(図 1)。 

（２）ヒメマスは主に 10℃以下の深度帯に生息していることから 1）、収集した音響データから、

水温 10℃以下の深度帯のデータを抽出し、月別、定線別に集計した結果、湖岸に近い定線

①、⑧より湖心に近い定線④、⑤、⑥で総エコー数が多い傾向が見られた(表1)。         

                    表1 月別、定線別の観測された総エコー数 

 

 

 

 

図１ 沼沢湖の航走調査定線（図中点線） 

     ●：水温観測定点                
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定線1 定線2 定線3 定線4 定線5 定線6 定線7 定線8 合計

3月 42 252 287 465 375 650 463 165 2,699

4月 37 185 238 240 450 174 137 163 1,624

5月 15 137 315 647 625 458 530 165 2,892

6月 22 212 276 308 335 223 71 58 1,505

7月 28 21 191 75 232 78 86 29 740

8月 13 115 97 393 215 416 277 95 1,621

9月 7 20 35 390 101 353 105 107 1,118

10月 87 341 576 436 123 570 186 80 2,399

11月 55 256 289 788 345 249 158 50 2,190

合計 306 1,539 2,304 3,742 2,801 3,171 2,013 912

平均値 34 171 256 416 311 352 224 101


